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技術の概要

品種改良

実証試験（山形県 T市・長野県 H村（H15～17）、山梨県 H市（H21））
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●植物が育成する自然の力（光、CO2）を利用
●浄化費用が3,000円/m2～と安価
●環境負荷（CO2吸収）が小さい
●景観に優れている

開発の経緯

コイズミＡ（仮称）レメディアパール

（農水省品種登録出願第23476号）

ﾊﾞﾆﾗ由来開発品種
ﾊﾞﾆﾗとｲﾝｶⅡｺﾞｰﾙﾄﾞ
の交雑開発品種

品種改良種の場合従来品種の場合

平成15年6月撮影（T市） 平成15年8月撮影（H村）

汚染土壌浄化方法(特願2009-023182)

（独）科学技術振興機構 独創的シーズ展開事業・委託開発 成功認定受理（2009年3月24日付）

品種
Cd吸収量
（g/10a) ※

ﾚﾒﾃﾞｨｱﾊﾟｰﾙ 36～53

コイズミA（仮称） 44～64

品種 年度
Cd吸収量
（g/10a)

インカ
Ⅱゴー
ルド

２００３ ２０．７

２００４ ８．０

２００５ ９．５

合計 ３８．２

バニラ

２００３ １２．１

２００４ ５．１

２００５ １０．７

合計 ２８．０

ｲﾝｶⅡｺﾞｰﾙﾄﾞ
の0.9～1.4倍、
ﾊﾞﾆﾗの1.3～
1.9倍の吸収

ｲﾝｶⅡｺﾞｰﾙﾄﾞ
の1.2～1.7倍、
ﾊﾞﾆﾗの1.6～
2.3倍の吸収

対外発表・報道

平成21年7月撮影（H市）

NHK おはよう日本 中継特集 平成21.7.13放映
化学工業日報 11面 平成21.6.1掲載
日本産業新聞 11面 平成21.5.29掲載
日本農業新聞 16面 平成21.5.29掲載
科学技術振興機構報 第637号 平成21.5.28掲載

平成21年9月撮影（H市）
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バニラ

レメディアパール

コイズミA（仮称）

200 mg/kg

100 mg/kg

40 mg/kg

品種改良種によるＣｄ吸収能力（高濃度）

※群馬県A市汚染土壌を用いて検出された
Cd吸収量から算出


